












４月２１日に、本校３年生８９名を対象に実施された「全国学力調査」について、結果がまとまりました。本調査は、国語・数学・理科の３教科のテストと同時に、家庭での過ごし方や学習時間を問う調査も実施されており、生活習慣と学力との関係など、本校の子どもたちの状況をお伝えします。





平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果　　　　京都市立洛水中学校　　H27.10.1








国語A・Bは　全国・京都府平均を若干上回り、数学Bは全国・京都府を若干下回ったものの、数学Aの主として知識については、全国を３ポイントも上回っていました。理科についても全国・京都府の平均を若干上回っていました。無解答率が低かったことから、生徒が問題に向き合い、最後まであきらめないで取り組もうとする姿勢があったのだと思われます。








総合結果（国語・数学・理科）





数学科より





国語科より





              


　数学A「主として知識に関する問題」は、全国平均をやや上回っていました。特に基本的な計算問題については、高い正答率となっていました。終学習のドリルや計算テストをはじめ、練習している成果と考えられます。また、資料の活用についても高い正答率となっており、確認プログラムでも同じ傾向にあった問題を、テストでの見直しや、繰り返し復習してきたことが身に付いている結果だと思われます。 


　数学B「主として活用に関する問題」は、全国平均をやや下回っていました。Bの問題は、文章をしっかり読み、数学的内容を理解して答えなければならない問題です。特に説明や証明を（自分の言葉などで）答えなければならない問題の無回答率や正答率が低かったです。難しい問題においてもじっくり時間をかけて挑戦することがこれからの課題となります。       





                       


国語A・Bともに全国平均をやや上回っていました。


国語Aでの課題は、「語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う」ことです。国語Bでの課題は「文章の中心的な部分と付加的な部分などを読み分け、要旨を捉える」ことです。これらの力を身に付けるために、どちらも共通して言えることは、読書をすることです。しかし、生徒質問紙調査では、多くの生徒が読書は好きだと答えています。おそらく、現在読んでいる本は、自分にとって読みやすい趣味の本が多いのだと思います。文章を読むことを苦にしていないことは素晴らしいことです。ですから、今後必要なことは、自覚して『読書の質を上げていくこと』です。慣用的な表現や比喩などを用いて、思考力を高め読み解いていく本に挑戦することで、文脈から多くの言葉の知識や要旨を捉える力を得ることができます。受験に出てきそうな難解な文章に触れる機会を意識的に作っていくことが必要です。





・読書の質を上げる


・





・難しい問題にチャレンジしていこう！








基礎的・基本的な知識は身に付いていたようです。風向計を読み取るなどの技能も高く、濃度の計算なども身に付いている生徒の割合が高かったです。しかし、グラフや表から答えを導き出す問題を苦手だったようです。主として「知識」に関する問題はできますが、基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題では、１年生から３年生の学習のつながりも必要となっています。問題集などを取り組むときは、「答えを書いて終わり」になっていませんか。なぜそうなるかを理解するまでじっくりと問題に向き合うことが、今後のポイントだと考えます。


理解できて初めて、「問題をやり終えた」ことになります。








理科より





・気象（雲のできかた）


・電気（磁界など）


の復習をしよう。


・





生徒質問紙調査から①





・「朝食を毎日食べていますか」・「毎日同じくらいの時刻に寝ていますか」・「毎日同じくらいの時刻に起きていますか」の質問について、同じくらいの時刻に寝ている人が、約７５％で全国平均よりとほぼ変わらないのに対し、同じくらいの時刻に起き、朝食を食べているという割合が全国・京都府よりもやや低い傾向にありました。朝しっかり起きて生活のスタートをきれていない生徒の割合が少し多いことがうかがえます。何より、朝食を食べていない、あまり食べない生徒の割合が１３％近くありました。学校生活や学習習慣のためにも、しっかり起き、しっかり食べて登校する習慣を全員につけてほしいと考えます。また、平日１日あたり、TVやDVDを見たり聞いたりする時間、テレビゲームや携帯式のゲーム、スマホを使ったゲームをする時間、携帯電話やスマホで通話、メール、インターネットをする時間が本校は、全国平均と比べて高く、特にゲームをする時間やスマホ等で通話やメール、インターネット等を長時間している割合が多くなっています。平日、休日とも勉強している時間の割合は全国とさほど差は無く、平日においては全くしないという割合が１０％、休日においては１３％に及んでいることは気になるところです。９０％近くが家で勉強に取り組んでいるようですが、計画を立てて勉強をすることは、全国でも約半数ができていないようです。特に、本校では授業の復習をしている割合が低く、学習内容の定着のために、ゲームやインターネット等をしている時間から、学校で学習したことを家で復習する時間に変えて、習慣にしていってほしいと考えます。








生徒質問紙調査から②





　　　　　　　　　　　　　社会に対する興味・関心では、全国的に新聞を全くまたは、ほぼ読まない割合が６０％近くあり、ニュース等をインターネット等も含めてほとんど、または全く見ないという割合が２０％近くあります。（・学校や地域の図書館の利用率が低いのですが、地域の図書館がないことも）。　ほとんどが全国・京都府平均とかわらないのに対し、・「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。」・「学校の授業などで、自分の考えを他の人に話したり、文章に書いたりすることは難しいと思いますか。」という項目については、やや下回っていました。


一方で、・「生徒の間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができる。」と感じている生徒の割合はやや多いので、活動を通して、自信を持って表現する力をこれからつけていく必要があると考えられます。








全体を通した本校の成果と課題








数学Bの説明や表現の問題で数問無解答の傾向があったが、数学A・国語A・国語B・理科と全般的に無解答率が低かった。このことは生徒質問紙調査からもうかがうことが出来ます。・「ものごとを最後までやり遂げて、嬉しかったことはありますか」・「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」・「自分にはよいところがありますか」・「将来の夢や目標をもっていますか」の質問に対し、例年、本校において、全国・京都府と比べて低い傾向にあった項目でしたが、上記の項目について、全国・京都府平均またはそれよりもよい傾向にある結果でした。普段の学校生活をはじめ、学校行事、部活動等で、難しいことでもチャレンジし、達成感を味わう経験ができているのではないかと考えられます。また、それらの活動や道徳や総合の授業等も含めて、「夢」や「自尊心」について、育んできているものがあると考えられます。また、このことは、「人の気持ちの分かる人間になりたいと思いますか」という項目ついて、非常に高い割合でなりたいと答えていることからもうかがうことが出来ました。今後、生徒自らが、考えを他の人に説明したり、文章に書いたりし、伝えていく力を身につけ、また、家庭と連携し、家庭学習の充実を図っていくことが必要と考えます。








保護者の皆様へ





全国調査は、子どもたちの学習状況を知り、子どもたちの可能性を更に伸ばし、課題を解決していくためのものです。結果が学力の全てを表しているのではなく、また、順位を競うものでもありません。学力は、学校・家庭・地域での地道な積み重ねにより定着していくものであり、望ましい生活習慣や日々の学習習慣がその基盤となります。今回の本校の結果をみると、日々の生活の中で、達成感・成就感が図れてきているのではないかと思われます。課題としては、目標・計画を持ち、過程を大切にしながら、生活習慣を整え、家庭学習における復習の時間を充実させていくことが必要と考えます。引き続き、子どもたちの健やかな育ちと学びの環境づくりにご協力をお願いいたします。











